
令和７年度 湖北広域行政事務センター廃棄物減量等推進審議会（第３回） 

 

開催日時：令和 8年 2月 25 日（水）14時 30 分 

開催場所：湖北広域行政事務センター 

工場棟３階 研修室 

出席委員：金谷会長、𠮷原委員、杉山委員、中川委員、阿蘓委員、鷦鷯委員、鵜飼委員、板山委

員、青木委員 

     （森竹委員、津田委員、坂委員、松宮委員、北川委員欠席） 

事 務 局：田中管理監、西田第一プラント所長、秋野第一プラント副所長、峯業務課課長代理、

名内業務課主査 

 

次 第 

１．開会 

２．報告 

パブリックコメント実施結果【資料１】 

３．議題 

一般廃棄物処理基本計画最終案【資料２、３】 

４．その他 

５．閉会 

 

傍聴者：0名 

 

議 事 録 

【開 会】          （14 時 28 分） 

【管理者挨拶】        （14 時 28 分） 

【報 告】 

・事務局より「パブリックコメント実施結果」について報告 

（14 時 31 分～14時 40 分） 

事 務 局：資料１「パブリックコメント実施結果」の報告として、意見の提出者が１名であ

ったことを報告するとともに、提出された意見の中で一般廃棄物処理基本計画に関連

するものについて、意見とセンターの考え方を説明した。なお、これらの意見につい

ては、既に一般廃棄物処理基本計画に記載済みであることから、パブリックコメント

に供した一般廃棄物処理基本計画（案）に変更はないことを報告した。 

 

【議 題】 

・事務局より「一般廃棄物処理基本計画最終案」について説明 

（14 時 40 分～14時 45 分） 

事 務 局：資料２「一般廃棄物処理基本計画（概要版）」の説明として、第４回の審議会での

意見を受けて変更した部分を説明し、この内容でパブリックコメントを実施したこと



を説明。本日が第５回目の審議会であり、一般廃棄物処理基本計画の見直しに係る最

終回となる審議会であることを説明。 

この後、本日の意見を踏まえて、３月に一般廃棄物処理基本計画を改定・公表する

ことを説明。 

 

・質 疑 （14 時 45 分～15 時 57 分） 

議  長： 今の説明について、意見等ないか。 

委 員 １：パブリックコメントの回答は既に開示されているか。 

事 務 局：本日のご報告の後、今月中もしくは来月早々にホームページに掲載する予定であ

る。 

委 員 １：資料１「パブリックコメント実施結果」の回答については概ね良いと思うが、少

し、追加等したら良いのではないかというところを伝えておきたい。No.2 の意見に対

するセンターの考え方の中で処理能力の 145t/日の算定方法として補修点検などの停

止する日数を踏まえた実質稼働率や災害廃棄物の処理なども見込んでいることなどを

簡単に説明したほうが分かりやすくなるのではないか。 

No.4 のエネルギー回収・カーボンニュートラルへの対応に関する意見についても、

既存の焼却施設では発電を行っていないが、新施設では、高効率の発電が可能であり、

国の高効率発電に係る交付金も確定していることを説明に加えた方が分かりやすくな

るのではないか。 

資料２「一般廃棄物処理基本計画（概要版）」２ページの表１で指標２の一人 1日当

たりの家庭系ごみ排出量（資源ごみ除く）の中間目標 435g/人日よりも最終目標の

440g/人日が大きな値になっているのはなぜか。再度説明してほしい。 

事 務 局：資源ごみを除くという値であり、令和 10 年度から発泡スチロールとプラスチック

製容器包装を資源ごみから可燃ごみとして、焼却して熱回収することとしていること

から、令和 10年度以降に一人 1日当たりの家庭ごみ排出量（資源ごみ除く）が増加す

ることとなっている。 

議  長： 今のご指摘については、表１の下に注釈があるが、分かりにくいので、最終目標

の値の右肩に“注）”を入れておくと分かりやすくなるのではないか。 

事 務 局：そのように追記する。 

議  長： パブリックコメントのご意見に対するセンターの考え方の記載内容の追加・変更

もまだできるか。 

事 務 局：公表前であるので、追記修正可能である。表現や記載方法は修正するが、その内

容については事務局に一任していただきたい。 

委 員 ２：資料２「一般廃棄物処理基本計画（概要版）」２ページの表１で中間目標との比較

に記載されている数値は令和５年度の実績との比較となっているが、なぜ、令和５年

度にしたのか再度説明してほしい。 

事 務 局：一般廃棄物処理基本計画の策定を２年間に亘って実施しており、令和６年度の実

績を入れるには時間的な制約があったことから、令和５年度の実績で将来予測などを

実施することとしてスタートした。 



委 員 ２：事情は分かりました。 

ただ、公表が令和８年度になるので、実績値が３年前であり、実際には令和７年度末の公表

ではあるものの、少し古いような印象がある。 

議  長：この実績値を令和６年度にすると他のところに影響は大きいか。 

事 務 局：将来予測なども令和５年度までの実績値としているので、全てに影響することと

なるため、今回、変更するのは難しい。次回の見直しの際には、前年度の実績で見直

しができるようなスケジュールで実施したい。 

議  長：事情は分かりました。この表の中にどういう計算で中間目標との比較の値が出て

いるかを示すと、より分かりやすくなるのではないか。 

事 務 局：わかりやすく記載するように修正する。 

 

【その他】          （14 時 56 分） 

特になし 

 

【閉 会】          （14 時 57 分） 

 


